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例年に比べ早く梅雨入りし、天候が不安定で気温差も大きく体調を崩すお友だち
が多くいます。５月から６月にかけては新しい環境になれ、ホッとする時期でもあ
りますが、今までの頑張りが疲れとなって出てくるころです。しっかりと栄養と休
養を取り、暑い暑い夏に向けて体力を回復させましょう。

先月、子どもの自己肯定感は周囲のおとなに影響されることをお伝えしました。
また、おとなの自己肯定感が高いと子どもも自ずと自己肯定感が高まることにつな
がります。では、おとな（主にお父さん・お母さん）の自己肯定感を高めるにはど
うしたらよいのでしょう…。

自己肯定感を高めるコツは「感謝されている！」と感じること

「子どもの自己肯定感を高めるには、たくさんほめることが大切」といわれます。
ほめられたらうれしいのは、子どももおとなも同じ。お母さんやお父さんの自己肯
定感を高めるには、夫婦・家族でお互いをほめ合うことも大切です。

ですが、おとなにとっては、「ほめられる」という場面はそうは多くはありませ
ん。また、おとな同士が「相手のいいところを探してほめよう」と意識すると、わ
ざとらしくなってしまうこともありますね。褒めることを意識することよりも、感
謝すること、感謝されることを意識してみてはいかがでしょうか。

子どもにとっても同じことが言えます。「これをしたらお父さん(お母さん)が喜
ぶだろうな」と、相手の気持ちになって行動すると、「助かったよ」「ありがと
う」と感謝の言葉が返ってくる。

お母さんやお父さんが互いに感謝の気持ちを持ち合い、その上で子どもに対して
も自然に感謝の気持ちを抱けるようになれば、子どももそれを感じ取り、自己肯定
感が自然とはぐくまれていくものだと思います。

子どもに接する時も、夫婦間でも、「ほめよう」ではなく、「感謝しよう」と意
識してみるのはいかがでしょうか。

育児は優劣をつけるべきものではない。「うちの育て方」に自信を持ちましょう

子育ては試行錯誤の繰り返しで、悩みは尽きません。（こんなに偉そうに書いて
いる私もそうです。）自分に自信が持てて自己肯定感が高めだった人でも、親に
なったとたん「この育て方、間違っていないだろうか」と不安になり、しだいに自
信がなくなっていき、自己肯定感も低くなる…ということがありがちです。
とくにコロナ禍の今は、育児について調べたり相談したりできる場がネット環境

などに限られてきて、育児に関する悩みも深くなっているように感じます。

―育児には「これが正解」がないから、一度悩み始めると、自信がなくなってしま
うお母さんやお父さんは多いー

子育てに悩むのは、子どもにしっかり寄り添っているからこそ。親としてちゃん
とやっている証です。「こんなに悩むくらい子どものことを思っているんだ」と、
自信を持っていいと思います。
育児には正解がないのですから、そもそも優劣はつけられません。

人と比べて落ち込んだり、劣等感を抱いたりする必要はないという
ことです。法に触れることや人に迷惑をかけない限り、保護者の方
が「うちはこういう育て方をする」と決めたら、その方法が正解な
のだと思いますよ。

本来なら秋から冬にかけて流行するRS感染症。ですが、今年はこの時期に
大阪府内で流行しています。園でも、乳児クラスを中心に流行中です。


